
 

���	�	�	������	
��� �
��

2018/5/10 

©Ʃ*��#œŘëð 

Ġã=rDSEQgðƣ 

ǉȇ� ȓs 

 

1 *�2( 

� Ŕō*ȨUjpLHLfLǨÙǡŝƝƧ·ĥ�Š(58·ĥ(#÷ń���eT>Cl ICT Y

RUorE)šƭ%ȣȤƽǊ¹¯śĩŰ)ƝƧ�(Ȋ�82017čĐƝƧãÐ$	8ȩ 

 

2 šĥ 

� ŔƝƧãÐ*�w)šĥ(#ǘǶ�8ȩ 

1) ǁŋ 

2) ȣȤƽǊ¹¯śĩŰ)şǗ 

3) eT>Cl ICTYRUorE)šƭ 

4) ƝƧĥŜƕǌ 

 

3 ƝƧãÐ 

3.1 ǁŋ 

� Ŕð$*cRJip)s!%�#ßáǩƄ�İ�69Ȩƀ(½Ɣ¯ȇ$)ǩƄ%�#ßá

½ƔqȁȐ½Ɣ(Ȋ:8ƝƧĥŜ)ĵ�%�)÷ǰ*ë�'Srb)s!$	7ȨǿÀßá

)¥ǻ½Ɣ)ƁēȨȣȤ»ơ�$)�đýƫ'&(3!'�8ȩ��$ȨĦ�*eT>Cl

ICT)Ĵǻ(Ç7Ƴ<#
7ȩ�)ƵŜȨœŘë%�)ƝƧŢȊȨ�Š%ǺĹ��eT>C

l ICTƝƧ�;{Ě%�#œŘë½ƔȊǺSrbĭĖĽÓ)ǺĹȨ®Ȟßá)ƑȎ%)ǺĹȨ

½ƔƇä-)ðƊŵȂ(58ƚǤĈŠº¯śȨȟȄÝ
5,ŕċÝ½ƔƯëðq�Š%)Ģ

ǒ�Ķ'&;Ǌ
Ȩ½ƔȊǺƝƧ)âƟšƭȨœŘë%�#)eT>Cl ICT-)Ç7Ƴ1

�ǟƜ�9#��Ȩ%Ƽ�8ȩ 

� ņŔ;%70�Ɖå%�#*ȨņŔÜ«$*ǮȣȤ»�ǻǊ�#
7ȨsǇƖ(Ƹ�É)

7�14%�ȣȤƽ)äÌȨȣȤ»ơ�%'7 14�21%$*ȣȤơ�Ȩ21%�v$*ǮȣȤơ

�%�9#
8ȩņŔ*ŉÒ45čĐ(ȣȤƽ�Ƹ�É)ư 7%;Ǯ�ȣȤ»ơ�('7ȨČ

ĥ7č(ȣȤƽ�Ƹ�É) 14.5%;Ǯ�ȣȤơ�(ƨ§��ȩ��#Ȩ�Ę3ȣȤƽ)Ƹ�

É(ý�8µÌ*æ¶�#
�%~Ż�9
7ȨȣȤ»�ǻǊ�8%�9#
8ȩÆý(­

Ɗƅ)źā)ǻĄ�ȨņŔ*āîȣȤ»�Ÿ³'ơ�Ôț%'7ȨŇĝ(�96)Ôț;ǔ

Ů�8ěǑ�	8ȩƀ(ȩ®Ȟć*ǾƐßįö3�9ȨȣȤ»)ǻǊ�%06'
ȩ0�Ȩ

ȣȤ»(�
ǟƜƒƻğƅ3ȣ08ȩǟƜƒŏƒƅ)ÿŘĴǖ$*ȨƇÞ15ȥƤĐ)µÌ�

10čĘ(*20%(Ȁ�8Ȩ%�9Ȩ®Ȟć3�é$*'
ȩ��$Ȩ�½Ɣ	)ƬÚ;Ď�Ȩ

_lLF=ȨȣȤƽĻĸ;ƝƧƆ{%�ȨICT;²ƌ��ȣȤƽƾò7ȨǟƜƒğƽĻĸJ

1



 

LSd)şǗ;Ǌ #��ȩ 

� «ȋď)ǡŝ(58%ȨȣȤƽ�æ¶�8'�$ȣȤƽ)Áƃyĉ3æ¶�#
8ȩ65

ũ�v)ȣȤƽ)
8yĉ*ȨČĥ 28čĐ$ 2416tyĉ(48.4%)	7Ȩ�)��ȣȤƽ)

Áƃyĉ*655tyĉ$	7Ȩč�æ¶�#
8ȩsŃȨȣȤƽ�ņĊƊŴ;Ǿ����$Ȩ

ǲ��ë�'Ôț%' #
8ȩǲ�(57ǃ(Ȓù�Ɗ�8�%4ȨȢĬ'&(57Ȩü

��7'&)�Ǥ�ěǑ('8äÌ�	8ȩÃƊ¸¢ƙ�Ǌ �ÜūƊŴâƟǡŝ)ƵŜȨ

�Ǥ�ěǑ(' �ÄØ%�#ǲ��ƪ3��«(Ï09#
8ȩƀ(ȨƃĂȣȤƽ)äÌȨ

ǲ�;�#¹�'�' #�0�%Ȩ/�)��6)ƕǒ�Ǽ9#�0
Ȩë�'�ļ('

 #�0�ÊǂĞ�ȣ�'8ȩ5 #ȨƃĂȣȤƽ�ǲ�(57¹�'�' �äÌȨȣȤ

ƽ)ǲ�;ŇŒ(şƜ�ȨúŅ(ǲ�'&)Ƃů;úŅ(ÑƜ�8�%�ȆǑ$	8ȩƃĂ

ȣȤƽ)ǲ�;şƜ�8ŃŰ%�#�LbrU]Ap�4�ƍ£�Ȩ�ǭéƹ�ģNpI�'

&)ŢÖ;�ƌ��3)�	8ȩ���Ȩ�96)ŢÖ;ƌ
#ȣȤƽ)ǲ�;şƜ�8ȑȨ

�Ċ(LbrU]Ap;Ĺĉ�#36�ěǑ�	8�2ȨȣȤƽ(ý�#ǧĭ�ë�
�Ȩ

�ƍ£;�ƌ�8�%$^j?ZJr)Ôț�ƕƊ�8�Ȩ�ǲ�şƜ)ƮĐ��
�'&)

Ǡț�	8ȩ�96)ǠțǔŮ)�2(Ȩǲ�;ȣƮĐ(şƜ$�Ȩ�ǒ69#
8�%


 �ƮƢƖǧĭ;ǳź�8JLSd�ěǑ$	8ȩŔãÐ$*Ȩƪ1)Srb$	8�ȣȤ

ƽǊ¹¯śĩŰ)şǗ	(Ȋ�ȨĦ��Ç7Ƴ<$��[rHp(58ȣȤƽ)Þñ$)ǲ

�şƜ%ƀŪǜťȍŦĩŰ(Ȋ�#Ƕ.8ȩ 

� Ť( ƪ2)Srb%�#�eT>Cl ICTYRUorE)šƭ	(Ȋ�8ƝƧ(!
#

Ƕ.8ȩņŔ*ȣĐ½ƔĪǋ¥ǻÜ$

	8ȩãÐƽ*´ǀ�620čĔȨř

�ìî½ë(�wìî½ë)%ªÍ$

YRUorE`rL)½ƔĪǋ)Ȉ

ƕ(Ç7Ƴ<$��ȩĩǋ)ǋĘ 5

čƊïƅ)Îv%ǋĘÌ�ƒ)źā

;Ɨį�#Ȩř�ìî½ƣëðȦ�w

ìî½ëȧ$*ĩǋø)Ɖå4ŢÖ;

ȣ Đ » � �  IOR( Intelligent 

Operating Room )%Ȩǋ{)Ƃů;

ƛŊ(°łÊǂ'5�(ǋ{Ġã;� � � � � � ÛȪ� ªŏ�8Ëƥĩǋň£Ġã 

ƶÌ�Ȩƞǟ�Êǂ'ĩǋħƎTLE;ĵŞ�#
8ȩIOR$*Ȩǋ{(ȈȚŊ(ǃǆǱ)

Ȇ1(57èė�#�0
Ȩǋ´(ĺ£�� MRI $ƞǟ$��ǄƓ�ƺ�Ə' #�0�

ƇǦ;ǎȉ�8�2ȨBr^pMRI;Ċ¡�Ȩǋ{(ȈȚƂĤ$MRIĺ£�Êǂ'ĩǋø

$	8ȨȈȚŊ(*Ȩǋ´( MRI '&(57ę69�ǄƓ)ƍ£Ġã;ĩǋW[GrJi

pJLSd(57ǋƽ(ĵƠ�8�%(57ȨĩǋĻĸ;Ǌ�ȩ0�ȨËƥ½ƔĠã*Ce

j'&$ň£Ġã%�Ȩs¤Ɩ(ƞǟ$�8Ɖå$	8ȩĩǋħƎTLE$*ȨĩǋƇä)

ËƥĠã�ÛȪ(Ơ�5�(Ǐľ)fXPv$ªŏ$�Ȩƴȡǥû'½Ĉ�ĩǋƇä�6ȕ

9�äĨ�6įƠ�8�%�Êǂ%�#
8ȩ�96)Ɖå*vǘƗƖ;Ȁĥ��8ŃŰ)

2



 

s!%' #
8ȩĦ�*ìî½ë«$ªŏ$�8ň£Ġã4ËƥZ?PlĠã;�.#Ȩ

&��6$3ªŏÊǂ%�8JLSd;ìî½ë%ªÍ$şǗ�#
8ȩ 

� �v)5�'ǁŋ(â"�ȨŔãÐ$*�w(Ơ�3!)Srb(Ȋ�#Ƕ.8ȩ 

1) ȣȤƽǊ¹¯śȨǟƜƒğƽĻĸĩŰ)s!%�#UjpLHLfLơ%ǺĹ��

�ƃĂȣȤƽ)ñ«$)ǲ�şƜŰ	%�ƀŪǜťȍŦŢǂ	)şǗ 

2) œŘë%ìî½ë;ņŔ)SLU`RV$	8 JGN (#ĳƷ�ȨSDN Īǋ;ƌ


�ǃǄƓéƣĩǋ(
�8ĠãªŏJLSd)şǗ 

 

3.2 ȣȤƽǊ¹¯śĩŰ)şǗ 

� vǶ��5�(ǮȣȤ»ơ�%' #
8ņŔ(

#ƃĂ)ȣȤƽ�æë�#
8Ƈ

Ƃ�	8ȩƃĂȣȤƽ)ÂȏĞ)s!%�#ñ«$)ǲ��ļ�ê
�%�ãÐ�9#
8ȩ

��$ȨĦ�*ȣȤƽǊ¹¯śĩŰ)s!%�#ȨƃĂȣȤƽ)ǲ�;şƜ�8�%�ȆǑ

%Ƽ�ȨUjpLHLfLơ%ªÍ$÷ń�#
8[rHp;ƌ
�Ir[LşǗ)sƉ%

�#[rHp(58ñ«ȣȤƽ)ǲ�şƜĩŰ;şǗ��ȩ[rHp* iBeacon;ȨÈ�Ţ

  ESPr ;ƌ
ȨzTZ?Lȉ;í�85�(ȣȤƽ�Ũ
�7Ȩǲ���7�8% BLE

)ȖűĕĐ(RSSI: Received Signal Strength 

Indicator) �è»�8ȩ�)Ƃů;īķ�8�

%(57Ȩñ«(
8ȣȤƽ�Ēw;Ũ�Ȩǲ

��8Ȩ%
�Ƃů;īķȨ¯śÊǂ%'8ȩ

Û 2 ([rHp%È�Ţ)ȅƺ�;Ơ�ȩ�9

�9)TZ?L;ý(ȅƺ�Ȩ�)äĨ$)v

ǘƂů;īķ�8ȩ'
Ȩ1�)[rHp(ý�

Ǐľ�)È�Ţ$¯ś�8�%3Êǂ$	8�Ȩ

¬ƈ�ǏȔ%'8�%�6Ȩ�×* 1 ý$)÷

ȡ;Ǌ �ȩ÷ȡ*Ēw;ġö�� 70cm)ȉ� � � � � Û 2� [rHp)ȅƺ� 

vǘ[rHpȨÈ�Ţ;ȅƺ�ȩ�)ȉ;Ũ�Ȩ� ǲ��8%)įƠ;Ǌ �Ǎȡƽ(#Ǌ

 �ȩŨ�Ȩǲ�Ȩ�)�Ȧ'(3è»ž�ȧ)u!)ƂĤ°ö*÷ȡ(57Ȍ�Ű(#Ǌ

 �ȩŔ÷ȡ)ǞƲ*±Ʊ 1(Ơ�ŀƄ;Åſ�9�
ȩ 

� 0�ȨǵčȨȣȤƽ(ý�#ı7Ǵ1ǜť4ƀŪǜť(58Ǎù�æë�#
7Ȩ�)ý

ƫ�ő09#
8ȩĦ�*UjpLHLfLơ%ǺĹ�Ȩ[rHp;ƌ
�ßáǩƄIr[

L;şǗ�#��ȩ��$Ȩ[rHp;ATM)´(Ǚƺ�ȨLbrU]Ap;ĨĮ�ȨȖ

ǝ;��'�6ǵ"
#�8ȣȤƽ;ƀŪǜť(Ȋ��#
8ÊǂĞ�	8Ȩ%°ł�Ȩ�

)LbrU]Ap(�Âȏ	;Ɯ6�Ȩ�!ȨȣȤƽ)úŅ(erl$Ɯ6�8Ţǂ)şǗ

;Ǌ �ȩǞƲ*±Ʊ 2;Åſ�9�
ȩ 

 

3.3 eT>Cl ICTYRUorE)šƭ 

� vǶ��5�( IOR'&)¥ǻĩǋƉå�Ŀ¡�9ȨǋĘ) 5čƊïƅ)ÎvȨǋĘÌ

�ƒ)źā�Û69#
7ȨĎąëðȨ�Ćëð'&�)ȣĐ½ƔŢȊ�ŲƗ�#
8ȩ�

3



 

96)½ƔŢȊ� IOR %ĩǋħƎTLE)Ā§;şǗ�8ȑȨ�)ǽƌȨËƥĠã)Ŵƌ

'&Ȩìî½ë�6)·Ǖ'&�ěș$	8ȩ0�ȨĩǋøĠã)ªŏ*ǃǄƓĩǋ)ƕĄ

(3ţ��'
ȩ0�ȨœŘ~Żĩǋ;÷Ƈ�8�2(*Ȩêľ)ĩǋƂůĠãȨğƽĠãȨ

~ĘĠãȨƞöǚłĠã'&�ěǑ$	7Ȩ�ĘȨSCOT)Ɖå;÷Ƈ~ö)ŢȊ%ǺĹ�

#Ȩ�)Ġã;ªŏ�8�%�ěǑ$	8ȩĦ�*ȨœŘ~Żĩǋ;÷Ƈ��8�2)Ɖå

%�#ȨËßá(Ǚƺ�9�SCOT;óĚȨó¨'YRUorE$ĳƷ�ȨËßá�6ę6

9�ĩǋĠã;ǈƦȨǔś�ȨÿŘƖ(*k=lP?d$ǋ{(�Ȁ�8Ȩ�SDN;ƌ
�

ǋ{ĠãªŏJLSd;ĵŞ�#
8 5]ȩ��Ġã$	8½ƔĠã;YRUorE$ǲǷ�

8(*NDhkS>)ƞ��ţ��'
ȩ0�ȨÛ 1(Ơ�5�'Ëƥ½Ɣƍ£ȨĠã;ǲ

Ƿ�8ȑ(*Ġã)ƥȝ(Ĝ��óö�� QoS �ěǑ$	8ȩ�6(ȨǏľ)½ƔŢȊ;

ĳƷ�8ȑȨĊŊȨþƌƹ(#ĳƷ�8%ǅë'HLU���8�2ȨBpTbpV$ěǑ

'Ŋ(ěǑ'ĉá)EnrMVYRUorE;šĥ$�8�%�ő0�
ȩ�)5�'ŗ�

;ż��YRUorE%�#Ħ�*SDN)Ĳƌ;şǗ��ȩ ǞƲ*±Ʊ3ǫŁ;Åſ�9

�
ȩ 

 

3.4 ƝƧĥŜƕǌ 

� ŔãÐ
5,Ħ�)ȊǺƝƧ(Ȋ�8ýéƖĥŜƕǌ*�w)Ǹ7$	8ȩ 

1) Î�çȠ��ǉƊȠ�ǉȇȓsȨ�BLE [rHp;ƌ
�ƃĂȣȤƽ(
�8ă«$

)ǲ�şƜ	Ȩƪ 27×j?]IarUð�]npS>=ǢŽ�ȨG13-3,2018� 2018.3

Ȧ±ƱȪȧ 

2) |¾��Ȩ�ǉƊȠȨǉȇȓsȨŚŔ�sȨ�ȣȤƽ)Sm[Ǔƿ{(ǃ;ŴĞ»��

8JLSd)Ȉƕ	ȨČĥ 29 čĐ IEICE ¼ŷǿĻȃðƊ�� ?pPrYRUJpa

K@dȨ2018.2 

3) ëǐÿ}Ȩ�ǉƊȠȨǉȇȓsȨ�BLE �����ƌ
�ȣȤƽƀŪǜťȍŦŢǂ)

şǗ	Ȩ�ðĪã IEICE�  LOIS2017-80 (2018-03) Ȧ±Ʊȫȧ 

4)  ǉȇȓsȨ�ǉƊȠȨ�SDN;ƌ
�¥ǻǃéƣĩǋƉå%ǚłĻĸƉå)šƭ'6

,(Ŏǵ)ƝƧƂů	ȨITRC� Meet42,� 2017.11 

5) ǉȇȓsȨ�ǉƊȠȨ�Ƌõð¿¢(58¥ǻT>Cl ICT)Ĵǻ	ȨČĥ 29čĐ� Ȗ

ŬqĠãȊ�ð�¼ŷǿĻȃǺÌë��ƍNRJipȨ2017.9 

6) ǉȇȓs, �ǉƊȠȨŭ�ŌëȨ�ȊųȨŖàÕŶȨŧôǬȨ "SDN;ƌ
�¥ǻǃ

éƣĩǋƉå%ǚłĻĸƉå)šƭ"ȨADVNET2017, 2017.10Ȧ±Ʊ3ȧ 

7) ǉȇȓs, �ǉƊȠȨ�ȊųȨŖàÕŶȨŧôǬȨ�ȣǹYRUorE)½ƔĜƌ	Ȩ IPv6 

Summit in Sapporo 2018, 2018.3 

 

4 ŎĘ( 

� ŔãÐō$*ȣȤƽĻĸ%�#ñ«$)ǲ�şƜ%Ȩ¥ǻ½ƔĪǋ%YRUorE;`rL(��ǃ

éƣĩǋƉå/ǚłĻĸƉå(Ȋ�#Ƕ.�ȩǮȣȤ»ơ�(ƘȘ�#
8ņŔ*ȣĐ' IT,� IoTĪǋ(

57Ǡț;¦Ő�Ȩ�)Ü�(�)ĥŜ;=\rl�'�9+'6'
ȩĦ�*=CTc=)Ʃä�6

4



 

¥ǻ½ƔȨ_lLF=Īǋ)ĵŞ%şǛ;Ǌ #
7Ȩ÷ǛƵŜ�6�Š-)Ā§;Ɨį�#
8�Ȩ

kOrLxǯ'&57
�!�)Ǡț�Ɗ�#
8ȩ5 #ȨǪǨÙ(58ǡŝƝƧ�Š*ȗĊ(	7

��
3)$	7Ȩ�)ƵŜȨvǶ��5�'ĥŜ-Ƶ,!
#
8Ȩ%Ƽ�#
8ȩ��$Ȩģǣ)

Ģ;ǌ�Ȩ�Ę)Ļĸ3
Ȝ
��
Ťƪ$	8ȩ 

 

5 Ź�ŀōȦ±Ʊ 1Ȩ2Ȩ3ȧ� �  

5



BLEビーコンを用いた独居高齢者における屋内での転倒検知 

Fall Detection for Elderly Person Living Alone using BLE Beacons in the House 
 

○向井壱馬 1，佐藤生馬 1，藤野雄一 1 

1. 公立はこだて未来大学 システム情報科学部 

○Kazuma. Mukai1, Ikuma. Sato1, Yuichi. Fujino1 

1. Faculty of Systems Information Science Engineering, Future University Hakodate 
 

 
１． 背景 
現在，日本は高齢化が進んでいる．内閣府の調査によると，

平成 28年度で，総人口の 1億 2,693万人のうち，65歳以上の
高齢者人口は 3,459 万人(27.3%)となっている．高齢者が増加
するなかで，高齢者の単独世帯も増加している．65 歳以上の
高齢者のいる世帯は，平成 28年度で 2416万世帯(48.4%)あり，
そのうち高齢者の単独世帯は 655万世帯であり，年々増加して
いる．一方，高齢者が日常生活を過ごすうえで，転倒が大きな

問題となっている．転倒により脳に障害が生じることや，骨折な

どにより，寝たきりなどの介護が必要になる場合がある．厚生労

働省が行った国民生活基礎調査の結果，介護が必要になった

原因として転倒が第 3位以内に含まれている．特に，独居高齢
者の場合，転倒をして動けなくなってしまうと，ほかの人からの

発見が遅れてしまい，大きな事故になってしまう可能性が高く

なる．よって，独居高齢者が転倒により動けなくなった場合，高

齢者の転倒を早期に検知し，家族に転倒などの状況を家族に

周知することが重要である． 
  

２． 提案および目的 
独居高齢者の転倒を検知する方法として「スマートフォン」や

「画像」，「赤外線人感センサ」などの機器を使用したものがある．
1～3)しかし，これらの機器を用いて高齢者の転倒を検知する際，

「常にスマートフォンを携帯してもらう必要があるため，高齢者

に対して負担が大きい」「画像を使用することでプライバシーの

問題が発生する」「転倒検知の精度が低い」などの課題がある．

これらの課題解決のために，転倒を高精度に検知でき，「見ら

れている」といった精神的負担を軽減するシステムが必要であ

ると考えた． 

本研究では，独居高齢者がデバイスを持つ必要がなく，さら

に画像を使用せずに転倒を検知することができるセンサ機器を

用いた高精度な転倒検知アルゴリズムを提案する．本研究の

目的は，センサ機器で取得したデータを用いて転倒検知アル

ゴリズムを構築し，精度評価を行うことである． 

 

３． システム概要 
本研究では，独居高齢者の転倒を取得するためのセンサ機

器として BLE ビーコンを用いる．BLE ビーコンとは，

Bluetooth4.0 が搭載されているビーコンであり，ID 情報を所持

しているため個体識別が可能であるといった特徴を有している．

さらに，BLE ビーコンはほこりなどの汚れに対しての強さ，ホッ

ピング通信による複数台設置した際の干渉しにくさ，縦横 10cm
程度と小型な機器であるため高齢者の転倒を検知する場所に

対して設置しやすいといった利点もある．本研究では，BLE ビ
ーコンとして iBeacon の「BVMCN1101AA」，iBeacon の電波を
取得するための BLE 機器として「ESPrⓇDeveloper32(以下
ESPr)」を使用した．Bluetooth 電波は水分に吸収されやすい性
質を持つため，転倒してしまった場合，人体の水分によって

RSSI値が通常時よりも低下すると考えられる．このRSSI値の変
化度合いから独居高齢者の転倒を検知する． 
具体的には，独居高齢者の家の廊下に向かい合うように設

置した iBeacon と ESPr1 台ずつを用いてデータの取得を行う．
データ取得方法としては，独居高齢者の状態を判別するクラス

として「歩行」「転倒」の 2クラスを定義し，iBeaconが発信してい
る Bluetooth 電波の電波強度(RSSI)を ESPr が取得し，転倒，
歩行を検知する．  
予備実験を行って収集したデータから，閾値法を用いて 2 ク

ラスを判別する．2 クラスを判別するアルゴリズムとしては，一定
時間読み込んだデータの RSSI 値の最大・最小値の差が
-7dBm を超えると「歩行」，一定時間読み込んだ全データの

RSSI値が-85dBm以下だと「転倒」と判断する． 
 

４． 評価実験と結果 
構築したアルゴリズムの精度を確認するために評価実験を

行った．本実験は，被験者 8 名に対して「歩行」「転倒」を複数
回ずつ行わせることで実験データを収集する．その実験データ

に構築したアルゴリズムを適用させ，「歩行」「転倒」それぞれど

のくらいの正答率が得られるのかを確認した．取得した「歩行」

「転倒」データを以下に示す(Fig. 1,2)．結果として，歩行 64.4%，
転倒 98.1%の確率で判別することができた． 

 
Fig. 1 歩行データ 

 
Fig. 2 転倒データ 

５． 結語 
本研究では，BLEビーコンを用いて，RSSI値から「歩行」「転

倒」を閾値法で判別し，評価実験を行った．その結果，「転倒」

に関しては 98.1%と高精度に検知することができた．今後は，
「転倒」クラス以外の精度の向上，廊下以外の検知場所の追加

などを検討していく． 
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BLEビーコンを用いた高齢者特殊詐欺防止機能の検討 

大西 将也†   佐藤 生馬†   藤野 雄一† 

†公立はこだて未来大学 〒041-8655 北海道函館市亀田中野町 116-2 
E-mail:  †{b1014088, ikuma-is, fujino}@fun.ac.jp 

あらまし  2016年には，特殊詐欺の認知件数が 14,151件と過去最高を記録した．そのうち，78%が高齢者の被害
件数であり，高齢者の特殊詐欺被害の防止が課題に挙げられる．特殊詐欺にあった高齢者の入金方法として，ATM
を利用した支払いやコンビニなどでのレジでの支払いが多く行われているが，一人で行うことができる ATM での

支払いに着目し，被害の防止を検討する．そこで本研究では，BLE ビーコンから受信する電波強度(RSSI)とスマー
トフォンに搭載されている各種センサを用いた高齢者見守りシステムの一つとして，特殊詐欺防止機能の検討を目

的とする．高齢者への特殊詐欺防止機能として，バイブレーションによる異常の通知，スマートフォンの画面によ

る危険通知，高齢者の家族へのメール送信といった機能を実装した．評価実験の結果として，スマートフォンを利

用した特殊詐欺防止機能は有用であるという結果が得られた． 
 キーワード BLEビーコン，高齢者，特殊詐欺，スマートフォン 

 Preventing Function from Billing Fraud for Elderly People 
 using BLE Beacons and Smartphone 

Masaya OHNISHI†   Ikuma SATO†  and  Yuichi FUJINO† 

†Future University Hakodate  116-2 Kamedanakano-cho, Hakodate-shi, Hokkaido, 041-0841 Japan 
E-mail:  †{b1014088, ikuma-is, fujino}@fun.ac.jp 

Abstract  In 2016, the number of billing frauds was 14,151, a record high, in which the victims of elderly people occupied 
78%. Prevention of billing fraud for elderly people is important issue. The methods of paying money for elderly people who 
have suffered a billing fraud, are using an ATM, a cash register of a convenience store. We pay attention to an ATM payment 
that can be done by one person, and consider the prevention methods from the fraud damage. The purpose of this study is to 
develop the preventing function from billing fraud using the BLE beacons and some sensors of their smartphones. As a 
preventing function from billing fraud for the elderly people in front of the ATM machine using their smartphone, we have 
implemented notification of abnormality by vibrations, showing the “Text” notification, and sending a mail to their family 
members. As a result of the experiment, preventing function from billing fraud by using smartphone is confirmed. 
Keywords  BLE Beacon，Elderly People，Billing Fraud，Smartphone 

 
1. 背景  
1.1. 高齢者の事故・被害について 
日本の高齢者人口は年々増加し続けており，将来的

にも増加傾向にあると推測されている．日本は平成 27 
年度に高齢者の人数が過去最高の約 3386 万人を記録
し，総人口に対して約 26%を占めている [1]．  
高齢者の増加にともない，高齢者の事故・被害件数

も増加している．増加している事故・被害としては，

徘徊による行方不明や特殊詐欺などが存在する．  
高齢者の行方不明者数は年々増加している．2012 年

には行方不明者数が 20,370 人であったが，2016 年に
は 25,649 人に増加している [2]．行方不明になった原因
としては，認知症による徘徊などが原因とされている． 
一方，高齢者の被害の顕著な例として特殊詐欺の被

害があり，この件数も増加傾向にある．特殊詐欺とは，

オレオレ詐欺や還付金詐欺といった詐欺の総称のこと
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件数として挙げられている．2016 年の認知件数のうち，
約 8割が 65歳以上の高齢者の認知件数であるとされて
いる．このことから，高齢者の特殊詐欺被害の対策が

必要であると考えられる．図 1 に実際に犯行が行われ
た特殊詐欺形態別認知件数のグラフを示す．2015 年と
比較して，2016 年には ATM などを利用する振込型の

件数が増加し，最大の割合を占めている [3]．このこと
から，振込型の被害の防止が必要であると考えられる．

振込型の支払い方法には，「ATM での支払い」，「コン

ビニなどでのレジでの支払い」といった方法が存在す

る．上記のうち，「ATM での支払い」は被害者一人で

支払うことが可能なため，被害が発覚する機会が少な
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い．⌧≧㖟行などでは，「ATM での支払い」での特殊

詐欺防止のため，✚ᴟ的なኌかけを行うことを対策と

して行っている．  
「ATM での支払い」方法として，「通ヰをしながら

電ヰ┦ᡭのᣦ示にᚑった支払い」と「事๓に用ពした

メࣔにᚑった支払い」といった支払い方法が多い，と

報࿌されている．「通ヰをしながら電ヰ┦ᡭのᣦ示にᚑ

った支払い」とは，詐欺┦ᡭと通ヰしながら ATM の

๓に立ち，┦ᡭのᣦ示の通りに ATM を᧯సし振り込

を行う方法である．「事๓に用ពしたメࣔにᚑった支ࡳ

払い」とは，┦ᡭから口ᗙ␒ྕやᬯド␒ྕといった振

り込ࡳに必要な情報を事๓にメࣔなどに用ពし，その

メࣔをཧ↷して振り込ࡳを行う方法である．  
 

 

図 1 形態別特殊詐欺認知件数  
 

1.2. ᪤Ꮡの高齢者ぢᏲ䜚䝅䝇䝔䝮 
1.1 ⠇で㏙࡭た高齢者の被害・事故を対㇟とした見

守りシステムのᥦ౪が行われている．高齢者の徘徊な

どによる行方不明には，GPS ➃ᮎを利用した高齢者ト
ラࢵキングサービスなどがᥦ౪されている [4]．しかし，
高齢者の఩⨨情報や⤒㊰情報をᢕᥱすることはできる

が，高齢者が⌧在どのような≧態にあるのかをᢕᥱす

ることはᅔ㞴なシステムとなっている．㏆年増加傾向

にある高齢者を≺った特殊詐欺などの防止のためには，

高齢者の≧態や行ືのෆᐜをᢕᥱすることができる見

守りシステムが必要であると考えられる．  
特殊詐欺の被害対策としては，ATM を利用した特殊

詐欺防止システムがᥦ᱌されている [5]．このシステム
では，利用者がᦠᖏ電ヰで通ヰしている≧態で ATM に
᥋㏆すると，ATM にタ⨨されているᦠᖏ電ヰ電波検知
装⨨が電波を検知する．電波の検知から通ヰしている

とุ᩿されると，利用者がྲྀᘬを行っている ATM の

᧯స画面に特殊詐欺の㆙࿌画面が⾲示される．㆙࿌画

面を⾲示さࡏたᚋに，利用者の ATM でのྲྀᘬを中᩿・
⤊஢さࡏることで被害の防止を図っている．しかし，

ATM ⮬యに機能を搭載する必要があるため，機能を搭
載した ATM を用ពすることが㞴しく，ᒎ㛤が㞴しい

といったၥ題が存在する．  

1.3. ᥦ᱌  
1.2 ⠇で㏙࡭たၥ題をゎỴするために，高齢者の఩

⨨情報だけではなく，そのሙᡤでの行ືのෆᐜをᢕᥱ

することができる見守りシステムを検討する．௒ᅇは，

㏆年認知件数が増加している特殊詐欺に着目し，被害

の防止機能を検討する．特殊詐欺の中で認知件数が増

加している「振込型」のうち，被害者一人で行うこと

が可能な「ATM での支払い」に着目する．「ATM での
支払い」᫬に，「通ヰをしながら電ヰ┦ᡭのᣦ示にᚑっ

た支払い」では，電ヰを利用しながら支払いを行って

いることから，スマートフォンを利用した特殊詐欺防

止機能をᥦ᱌する．  
 

2. 目的  
本研究では，ATM ๓での振り込ືࡳసをᢕᥱし，特

殊詐欺の防止に㈨する機能の㛤発を行う．そして，㛤

発した特殊詐欺防止機能の有用ᛶに㛵し評価する．  
 

3. 特殊詐欺防止機能  
本研究で㛤発する特殊詐欺防止機能は，多機能であ

り，௒ᚋ増大すると᝿ᐃされている団ሢୡ௦の高齢者

にも័れぶしࢇでいると考えるスマートフォンを౑用

する．スマートフォンに搭載されている↓⥺通信機能

を用いて特殊詐欺の被害を防止する機能を㛤発する．

特殊詐欺にあっているというุᐃ方法は，「通ヰをしな

がら電ヰ┦ᡭのᣦ示にᚑった支払い」を検ฟするため

に，通ヰ≧態で ATM に᥋㏆している≧ἣを特殊詐欺

の危険ᛶがある≧態とする．「通ヰをしながら電ヰ┦ᡭ

のᣦ示にᚑった支払い」を検ฟする⌮⏤は 3.2 ⠇で㏙
．る࡭  

3.1. ேの᥋㏆䜢᳨▱䛩䜛ᡭἲの᳨ウ  
高齢者が ATM に᥋㏆していることを検知する必要

があるため，人の᥋㏆を検知するᡭ法の検討を行った．

特殊詐欺の危険ᛶを一日中┘どする必要ᛶがあるため，

㛗᫬㛫の利用が可能なᡭ法が必要である．さらに，㛤

発する特殊詐欺防止機能は，通ヰ≧態で ATM に᥋㏆

している≧態を特殊詐欺の危険ᛶがあるとุᐃするた

め，スマートフォンの通ヰ≧態をᢕᥱすることが必要

である．そのため，スマートフォンとの通信が可能な，

電波を利用したᡭ法を中ᚰに㑅ᐃを行った．㑅ᐃの結

果，スマートフォンとの通信が可能で，人の᥋㏆が検

知できるᡭ法として，「Bluetooth」，「Wi-Fi」，「㉥እ⥺」，
「Zigbee」のᅄつがೃ⿵に挙がりそれࡒれ比較を行っ
た．比較を行った結果を⾲ 1 に示す．  
Wi-Fi は，౑用するためのルーࢱをタ⨨するሙᡤが

㝈ᐃ的であり，タ⨨ሙᡤによっては ATM ๓での高齢

者の఩⨨推ᐃに༑ศな⢭度が得ることができない可能
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ᛶがあると考えられる．ࢵࢣ࣏ト Wi-Fi を౑うことで
タ⨨ሙᡤの㑅ᢥᛶはᗈがるが，ᾘ㈝電ຊが多いため，

㛗᫬㛫の౑用はᅔ㞴であるといったၥ題がある．  
㉥እ⥺は，ᣦ向ᛶが高い電波 (ග )のため，スマート

フォンと通信するためにはスマートフォンの㉥እ⥺࣏

ートを㉥እ⥺センサに向けるືసが必要である．௒ᅇ

は，通ヰ中のスマートフォンに特殊詐欺の危険を通知

するため，㉥እ⥺࣏ートをセンサに向けることはᅔ㞴

であると考える．さらに，高齢者が特殊詐欺の危険に

Ẽ付いていないことを᝿ᐃしているため，⮬発的に㉥

እ⥺࣏ートをセンサに向けることはない．  
⾲ 1 各ᡭ法の比較結果  

 
 
Zigbee は，ࢱ࣎ン電ụなどで㛗᫬㛫の౑用が可能で

ある．しかし，Zigbee を㛗᫬㛫౑用するためには，ᬑ
ẁはスࣜーࣉ≧態でᚅ機さࡏておき，ࢹーࢱを送ると

きだけ▷᫬㛫㉳ືさࢹ，ࡏーࢱの送信ᚋにはスࣜーࣉ

≧態にᡠるという᮲件ୗで౑用することが必要である．

さらに，スࣜーࣉ≧態であるࢹバイスを┦ᡭのࢹバイ

スから㉳ືすることは不可能なため，一日中の利用は

ᅔ㞴である．   
Bluetooth は，BLE ビーコンという Bluetooth 電波を

発信する機ჾを౑用することで上㏙したၥ題をゎỴす

ることができる．BLE ビーコンとは，Bluetooth4.0(BLE)
を搭載しており，ࢱ࣎ン電ụなどで 1 年㛫⛬度ືసさ
ることができる．BLEࡏ ビーコンは一ಶᙜたり約数༓
෇とᏳ価であるⅬも特ᚩである．  BLE ビーコンとス
マートフォンの㊥㞳を⟬ฟするためには，BLE ビーコ
ンからスマートフォンが受信した電波の電波強度

(RSSI)から⟬ฟする必要がある．  
以上より，「Bluetooth」，「Wi-Fi」，「㉥እ⥺」，「Zigbee」

の比較の結果，Bluetooth 電波を利用している BLE ビ
ーコンを利用することにỴᐃした．  

 

3.2. ≉Ṧブḭの᳨ฟ᪉ἲ  
ATM での支払い方法として，1.1 ⠇で㏙࡭た以ୗの

஧つの方法があると考えられる．  
ձ 通ヰをしながら電ヰ┦ᡭのᣦ示にᚑった支払い  
ղ 事๓に用ពしたメࣔにᚑった支払い  

ձの支払い方法では，通ヰをしている≧態で ATM に
᥋㏆しているという≧ἣを᝿ᐃしている．そのため，

高齢者が通ヰをしているという≧態と，ATM に᥋㏆し
ているという≧態をྲྀ得する必要がある．  
ղの支払い方法では，通ヰをしておらࡎ，⣬やスマ

ートフォンに記録したメࣔを見ながら ATM に᥋㏆し

ている≧ἣを᝿ᐃしている．この方法では，メࣔをཧ

↷して័れていない口ᗙへ支払いを行っているため，

通常の支払いと比較して ATM でのྲྀᘬに᫬㛫がかか

ってしまう可能ᛶが考えられる．この≧ἣを特殊詐欺

として検ฟするためには，ATM に᥋㏆している≧態が
㛗᫬㛫続いている≧態をྲྀ得する必要がある．しかし，

メࣔをཧ↷した支払いは，通常の支払いの際にも口ᗙ

␒ྕやᬯド␒ྕを☜認する際に౑用することもあり，

特殊詐欺の際に行われる支払い方法の一つとして௒ᅇ

の検討方法からは㝖እした．  
以上の⌮⏤から，௒ᅇは通ヰをしながら ATM に᥋

㏆している≧態を特殊詐欺の可能ᛶがある≧態を᝿ᐃ

する．  

3.3. ᶵ⬟ᵓᡂ  
機能ᵓ成を図 2 に示す．㛤発は Android Studio を用

いて行った．⌧在の特殊詐欺防止機能は，高齢者への

危険通知機能と，高齢者の家族への危険通知機能の஧

つからᵓ成されている．高齢者への危険通知機能では，

スマートフォンのバイブレーションや画面を利用し高

齢者に危険の通知を行う．高齢者の家族への危険通知

機能では，高齢者が詐欺にあっている危険ᛶがあるこ

とをメール送信により通知する．高齢者が通ヰ中で

BLE ビーコンがタ⨨された ATM に᥋㏆すると，特殊

詐欺の危険があると検知し，高齢者への危険通知と高

齢者の家族への危険通知をྠ᫬に行う．各機能のヲ⣽

を以ୗで㏙࡭る．  

 
図 2 機能ᵓ成図  

 

3.4. 高齢者䜈の༴㝤㏻▱ᶵ⬟  
通ヰ≧態であり，スマートフォンが BLE ビーコンか

ら受けྲྀった RSSI ್から ATM に᥋㏆していることを
スマートフォンが検知すると，最ึにバイブレーショ

ンをసືさࡏ，高齢者に異常をఏえる．このとき，バ

イブレーションはメールの着信などがあったときのよ
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うなࢱࣃーンのバイブレーションではなく，常᫬సື

さࡏ続けることで高齢者にຠ果的に異常をఏえること

を᝿ᐃしている．  
高齢者が異常にẼ付きスマートフォンから㢦を㞳

したとき，スマートフォンに搭載されている㏆᥋セン

サが高齢者の㢦がスマートフォンの画面から㞳れたこ

とを検知し，スマートフォンの画面を⾲示する．㏆᥋

センサは多くのスマートフォンに搭載されており，㉥

እ⥺を利用して画面への≀యの᥋㏆を検知している．

᥋㏆，㠀᥋㏆それࡒれの≧態に対し数್をタᐃするこ

とで，その数್をཧ考にしてスマートフォンの挙ືを

ኚ᭦さࡏることが可能である．通ヰの際には，㢋の᥋

ゐによるㄗసືを防ࡄために画面が㠀⾲示になるよう

タᐃされている．スマートフォンの画面から㢦を㞳す

と，᧯సを行うために෌ࡧ画面が⾲示されるようタᐃ

されている．  
スマートフォンの画面が⾲示されたとき，スマート

フォンの画面には特殊詐欺の危険ᛶがあることを⾲示

し，高齢者に⌧在特殊詐欺にあっている可能ᛶがある

ことを通知する．⾲示する危険通知画面を図 3 に示す．
詐欺にあっている可能ᛶをศかりやすくఏえるため，

大きい㉥ⰍのᩥᏐのࡳで⾲示している．  
 

 
図 3 特殊詐欺の危険通知画面  

 

3.5. 高齢者のᐙ᪘䜈の༴㝤㏻▱ᶵ⬟  
高齢者への特殊詐欺の危険通知に高齢者がẼ࡙く

ことができࡎ，高齢者が特殊詐欺の被害にあってしま

う可能ᛶも᝿ᐃされる．そのため，高齢者の家族から

特殊詐欺の被害を防止してもらうことを目的とし，高

齢者が⌧在特殊詐欺の被害にあっていることを高齢者

の家族にメールを利用して通知する．メールの送信は，

高齢者への危険通知機能がసືしたࢱイ࣑ングとྠ᫬

に行う．  
各スマートフォンにึᮇ≧態からインストールさ

れているメールࣜࣉ࢔は➃ᮎࡈとに挙ືが異なるため，

Googleからࣜࣜースされている Gmailを利用して高齢
者の家族にメール送信を行う．Gmail を利用したメー
ル送信を行うためには，Gmail の࢘࢝࢔ントとࣃスワ
ードをタᐃする必要がある．௒ᅇは，事๓に家族のも

のと᝿ᐃしている࢘࢝࢔ントとࣃスワードをࢣࣜࣉ࢔

ーションഃにタᐃした．  
メール送信機能の実装には， JavaMail API を利用し

た． JavaMail API は，電子メࢵセージのやりྲྀりや，
స成，送信などの一般的な電子メールの機能をᥦ౪す

る ࣃ ࢵ ࢣ ー ジ で あ る ． JAF(JavaBeans Activation 
Framework)が 入 っ て い る た め ， MIME(Multipurpose 
Internet Mail Extensions)，URL，ῧ付フ࢓イルなど，ࣉ
レーンテキスト以እの電子メールコンテンࢶをᢅうこ

とが可能である．  
 

4. 評価実験   
4.1. ᐇ㦂┠ⓗ  
㛤発したスマートフォンを利用した特殊詐欺防止

機能が，詐欺被害の防止に対して有用ᛶがあるか評価

を行った．  

4.2. ᐇ㦂ෆᐜ  
被験者は，大学生 9 ྡに対し実験を行った．図 4 に

実験㢼景を示す．௒ᅇは，ATM ๓の≧ἣをస成するこ
とはᅔ㞴だったため，ᮘの上に BLE ビーコンをタ⨨し，
そのሙᡤを ATM の๓だと被験者に᝿ᐃしていただき

実験を行った．  

 
図 4 評価実験㢼景  

 
௒ᅇタ⨨した BLE ビーコンが，ATM ๓にタ⨨され

た BLE ビーコンだと認㆑するための UUID は，事๓に
実験用ࢣࣜࣉ࢔ーションに BLEビーコンの UUIDをタ
ᐃすることで，ATM ๓の BLE ビーコンだと認㆑する
ようタィした．  
本実験では，特殊詐欺を௙᥃けてきた┦ᡭと通ヰを

行う≧ἣとして，以ୗの஧つがあると᝿ᐃした．  
ձ ATM の㏆くで特殊詐欺を௙᥃けてきた┦ᡭか

ら高齢者に対して着信があり，その着信にᛂࡌ

て┦ᡭと通ヰ≧態になり，通ヰ≧態のまま┦ᡭ

のᣦ示にᚑった振り込ࡳを行う≧ἣ  
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ղ ATM に着いたら電ヰをかけるよう特殊詐欺を

௙᥃けてきた┦ᡭから高齢者にᣦ示があり，高

齢者が ATM の๓に着いたとき詐欺を௙᥃けて

きた┦ᡭに電ヰをかけ，┦ᡭのᣦ示を⪺き，振

り込ࡳを行う≧ἣ  
以上の஧つの≧ἣを᝿ᐃして実験を行い，特殊詐欺防

止機能のືసを☜認した．  
 ⾲ 2 の㉁ၥにᅇ⟅していただいた．㉁ၥは，㉁ၥ␒
ྕ 1㹼7 までは，「  5:とてもそうᛮう」，「4:そうᛮう」，
「3:どちらでもない」，「2:そうᛮわない」，「1:඲くそう
ᛮわない」の 5 ẁ㝵評価とし，㉁ၥ␒ྕ 8 は⮬⏤記㏙
ᅇ⟅とした．  
 

⾲ 2 ㉁ၥ㡯目  
㉁ၥ␒ྕ  ㉁ၥ㡯目  

1 バイブレーションによる特殊詐欺の通知

はศかりやすかったですか  
2 画面での危険⾲示にẼ࡙きましたか  
3 画面での危険⾲示のᩥᏐは見やすかった

ですか  
4 画面での危険⾲示はຠ果的だとᛮいまし

たか  
5 家族へのメール送信は特殊詐欺防止にຠ

果的だとឤࡌましたか  
6 スマートフォンを利用した特殊詐欺防止

機能はຠ果的だとឤࡌましたか  
7 あなたが୧ぶと㞳れてᬽらしていたとし

てこのࣜࣉ࢔を౑用したいとᛮいました

か  
 

4.3. ᐇ㦂⤖ᯝ  
実験ᚋの࢔ンࢣートの各㉁ၥにおける「඲くそうᛮ

わない」から「とてもそうᛮう」を，それࡒれ 1㹼5
Ⅼとして評価した．各㉁ၥの平ᆒⅬとᶆ‽೫ᕪを図 5
に示す．また，࢔ンࢣートの㉁ၥ 8 の⮬⏤記㏙ḍに記
入された୺なព見を⾲ 3 に示す．  

 

 
図 5 平ᆒⅬとᶆ‽೫ᕪ  

 

⾲ 3 本機能へのព見  
㉁ၥ␒ྕ  ⮬⏤記㏙  

8 家族に送る危険通知のメールのᩥ❶⮬య

が詐欺っࡱいのでᨵၿした࡯うがⰋいの

ではないか  
バイブレーションや家族へのメール送信

による詐欺の危険通知はຠ果的だとᛮっ

た  
௚に危険を通知する方法はなかったのか

(スマートフォンからఱか㡢をฟして通知
するなど ) 
ឤ知した電ヰ␒ྕを記録した࡯うが௒ᚋ

の対策にもなるのではないか  

高齢者は通ヰ中にᦠᖏから目を㞳さない

とᛮうので画面での通知はⰋいとᛮわな

かった  
こちらから発信したときの画面での危険

通知が㐜いとឤࡌた  
 

5. 考ᐹ  
୺ほ評価実験によって，本機能のバイブレーション

と画面への危険⾲示，家族へのメール送信による危険

通知が特殊詐欺の被害防止に有用であるかを評価した． 
バイブレーションによる特殊詐欺の危険通知に㛵

しては，異常にẼ付きやすくຠ果的だとᛮったという

ព見が得られ，高評価を得ることができた．㉁ၥ 1 の
ᶆ‽೫ᕪがᑠさい結果となったため，ಶ人ᕪが少なく

高評価が多かったと考えられる．評価が高くなった⌮

⏤としては，メールの着信があった᫬のような一ᐃの

ーンで㉳きるバイブレーションではなく，特殊詐ࢱࣃ

欺の危険ᛶがあるとุ᩿したときは，バイブレーショ

ンを常᫬సືさࡏ続けていたため異常にẼ付きやすか

ったと考えられる．  
スマートフォンの画面での危険⾲示についての評

価は，㉁ၥ 2 の「画面⾲示にẼ࡙いたか」，㉁ၥ 3 の「画
面のᩥᏐ⾲示は見やすかったか」に対しては高評価を

得ることができた．しかし，㉁ၥ 4 の「画面での危険
⾲示の通知はຠ果的だったか」に対しては，高い評価

を得ることができなかった．これは，実験ձの「┦ᡭ

からの着信にᛂࡌる≧ἣ」では画面⾲示がすࡄに行わ

れていたが，実験ղの「被験者ഃから電ヰをかける≧

ἣ」では画面⾲示に᫬㛫がかかってしまったことが原

因の一つだと考えられる．画面への危険⾲示に᫬㛫が

かかってしまった⌮⏤として，発信᫬と着信᫬では通

ヰ≧態のฎ⌮が異なる可能ᛶが考えられる．そのため，

高齢者ഃからの発信᫬にసືする画面⾲示のタィを見

┤す必要があると考えられる．௚の評価としては，高

齢者は通ヰ中に㛗いバイブレーションが㉳きたとして

4.4 4.3 4.4 3.3 3.7 4.4 3.4 

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7

評
価
Ⅼ

㉁ၥ␒ྕ
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も，画面を見ることがないのではないかといったព見

が得られた．  
㉁ၥ 5 の「家族へのメール送信はຠ果的だったか」

については，ᶆ‽೫ᕪが大きい結果となり，ಶ人ᕪが

あったことが考えられる．⌮⏤としては，高齢者の家

族へ送るメールのෆᐜや，ᩥ面⮬యが詐欺にឤࡌると

いう評価があったためだと考えられる．家族にメール

を送る機能についてはⰋいという評価は得ることがで

きたため，௒ᚋはメールのᩥ面のኚ᭦と，メールが高

齢者から送られていると☜認できる情報を付加する必

要があると考えられる．  
㉁ၥ 6 の「スマートフォンを利用した特殊詐欺防止

機能はຠ果的だったか」については高い評価を得るこ

とができ，特殊詐欺の防止にຠ果があるという結果に

なった．しかし，㉁ၥ 7 の「㞳れてᬽらしている୧ぶ
にこのࣜࣉ࢔を౑用したいか」については高い評価が

得ることができなかった．これは，画面による危険⾲

示の評価がపかったこととも㛵㐃があると考えられる．

そのため，௒ᚋは画面⾲示以እの危険通知方法も検討

する必要があると考えられる．ලయ的には，㆙࿌㡢な

どを෌生することで会ヰෆᐜを⪺きྲྀれなくすること

により，異常をఏえる方法などが考えられる．  
௒ᚋのᒎᮃとしては，まࡎ一つに ATM の๓で᧯స

している高齢者の࿘ᅖの方へ特殊詐欺の危険を通知す

る方法の検討が必要である．これは，高齢者が特殊詐

欺の危険通知にẼ࡙かない可能ᛶが存在するためであ

る．ලయ的には，㖟行の ATM の๓で特殊詐欺の危険

ᛶがあったとุ᩿されたときに，高齢者がᡤᣢしてい

るスマートフォンから⌧在いる㖟行ഃにメールの送信

などで危険を通知し，㖟行ဨの方に高齢者へኌかけを

していただき㜼止するといった方法が挙げることがで

きる．メール࢔ドレスのྲྀ得方法としては，ࢣࣜࣉ࢔

ーションに㖟行のࣜストをస成しておき，ࣜストから

㢖⦾に౑用する㖟行を事๓にࢣࣜࣉ࢔ーションにⓏ録

することで，その㖟行のメール࢔ドレスを⮬ື的にⓏ

録する機能を㏣加する方法などが考えられる．  
ḟに，特殊詐欺の危険ᛶがあったときにかかってき

た電ヰ␒ྕを記録する方法の検討が挙げられる．記録

された電ヰ␒ྕから着信があったときに，以๓に危険

があったことを通ヰする๓に☜認することで，特殊詐

欺の可能ᛶを通ヰする๓に知らࡏることができる一つ

の方法，と考える．  
 

6. 結ㄽ  
本研究では，ATM ๓での振り込ືࡳసをᢕᥱするこ

とで，特殊詐欺被害の防止に㈨する機能の㛤発を行っ

た．そして，スマートフォンを利用したバイブレーシ

ョンと画面への危険⾲示，家族へのメール送信による

危険通知が詐欺の被害防止に有用であるかを大学生に

対し評価実験を行った． 実験の結果，バイブレーショ
ンによる異常の通知およࡧスマートフォンを利用した

特殊詐欺防止機能はຠ果的だという評価を得ることが

できた．しかし，高齢者に対してスマートフォンの画

面での危険通知はຠ果的かという㉁ၥに対しては，高

い評価を得ることができなかった．  
௒ᚋのᒎᮃとしては，高齢者への特殊詐欺の危険通知

だけではなく，その࿘ᅖの人に対しての危険通知方法

を考え詐欺の被害を防止することや，特殊詐欺の危険

ᛶがあった電ヰ␒ྕを記録しておくことで，通ヰする

๓に特殊詐欺の危険ᛶを通知する方法の検討が必要で

ある．さらに，௒ᅇ行った評価実験ではあらかࡌめ BLE
ビーコンの UUID をタᐃしていたが，௒ᚋはࢣࣜࣉ࢔
ーションに㖟行のࣜストをస成しておき，ࣜストから

㢖⦾に利用する㖟行をⓏ録することで，その㖟行にタ

⨨されている BLEビーコンの UUIDを⮬ື的にⓏ録す
る機能の搭載を考える必要がある．それに加え，㖟行

ဨの方に特殊詐欺の危険ᛶがあることをఏえるため，

UUID のⓏ録᫬に㖟行のメール࢔ドレスをタᐃできる

ようにする機能の搭載も考えられる．  
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1eYRZW 
ĥĦ÷§,ĮơǱĮ�E�öƱġ�ƎƞƆƬ�Ģ×ƟóƞƮ

Ħ÷Ơ�ğƩĥƠÏŖǬÓĤƱŊƥƃƕĦ÷§,ƱĭƂǱűw

ƟŶ|ƞ�ĮƛƀƮǲgŬƟơǱĦ÷§,ƟƄƁƚT-<ơĂ

ńƩėŵƟUƙƇǱ��ƩėŵƟƫƭĥÏŖƩÓĤƱ�¤Ǝƞ

ƆƬǱ�ĮƱĭƗƚƁƮǲ�ĮƠĮ� 5yíbéƠG�ƜĮ�E
�öƠàpƱþ�ƎƚǱÅ�_a<ć^cǯ��_a<^ǰơǱ

�ĮhƠìXƩÓKƱŶ|:Ǝƕ IOR (Intelligent Operating 
Room)ƜǱ�Į�ƠèÛƱā¹Ɵ1°BĤƞƫƂƟĮ��VƱ
ęEƎǱĄłƆBĤƞ�Į�òǋǃƼƆ£ÊƎƚƁƮ 1]ǲIORơǱ
Į�ƟŦŲ¹ƟĥĪŋƠţƦƟƫƭ[�ƎƚƎƥƁǱĮ3Ɵ©

!Ǝƕ MRI ƛĄłƛƇƕĦ÷�ğƆóƞƗƚƎƥƂêņƱıŧ
ƐƮƕƧǱƹǭǙǫMRIƱw ƎǱĮ�ƟŦŲè�ƛMRI©!
ƆBĤƞ�ĮhƛƀƮǲŦŲ¹ƟơǱĮ3ƟMRIƞƝƟƫƭ�Ƭ
ƯƕĦ÷Ơñ!�VƱ�ĮǎǕƿǭǁǤǫǁǃǊǟƟƫƭĮĢƟ

£ąƐƮƋƜƟƫƭǱ�Į«¥ƱĭƂǲƥƕǱDĊ<ø�VơƺǠ

ǥƞƝƛ·!�VƜƎǱ�"ûƟĄłƛƇƮìXƛƀƮǲ�Į�

òǋǃƼƛơǱ�ĮêWƠDĊ�VƆMǳƟąƐƫƂƟĳ­Ơǡ

ǏǇ�ƛ'½ƛƇƮ�Į�òǋǃƼƱ½ƎǱėŵŅkƞ<uƆ�

ĮêWƅƬůƯƕW�ƅƬ�ąƐƮƋƜƆBĤƜƎƚƁƮǲƋƯƬ

ƠìXơ�ĽþûƱŝ�ƌƒƮ²ÜƠ�ƘƜƞƗƚƁƮǲIORƟ
ƚ�ƬƯƕDĊ�Į�VơǱ�Į�òǋǃƼƟœ�ƌƯƮƆǱF

¹ƟǋǭǇǚǭǃǯDBǰƟĬċƌƯǱĮ�ƟĸÆƌƯƮǲ 

 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 1Ÿ '½ƐƮDĊ�Įh�V 2] 

 

Ÿ �Ũďơ�ĮìXǱĦ÷§,èÛǱǎǕƿǭǁǤǫ�VǱDĊ

<ø�VƱF¿ƎƚĽŤƎǱƓƠ�VƱĸÆƐƮƋƜƟƫƭǱĥ

Ħ÷§,éǱĮ�E�öùíéǱ5 yíbéƠŨ�ƱµĄƟƎǱ
Į�ƠèÛƱĮ�ƟƀƮĉ|�áBĤƞ”ÀÄ�á�Į”Ʊ£
ÊƎƚƁƮ 2]ǲ”ÀÄ�á�Į”ơǱ\ć<Ɯ�Ʊ«¥ƐƮǃǇǉ
ǗǱìXǱ�ò«¥ǋǃƼƟ6ƃǱǀǫǖǣǭǇǚǭǃƛƠćc

ûÉ�ƟUƙƁƕ��ÚfƱ«¥ƐƮìXƛƀƮǲƋƯƬƠ�

VƱ?ŭƐƮƕƧƟǱIOR Ʊùqƌƒƕ SCOT (Smart Cyber 
Operating Theater)Ÿ ƨ£ÊƎƚƁƮ3],4]ǲƋƯƟƫƭǱæĝĥ\ć
<u�\ƛƨĦ÷§,ĮƆBĤƜƞƭǱƥƕī�<u¬ģƟƨ

ŇƐƮƋƜƆƛƇƮǱƜƎƚƁƮǲ 
Ÿ ƋƠƫƂƞ�ĮìXƠ® ƟƫƭĮ�Ơ 5 yíbéƠG�ǱĮ
�E�öƠàpƆMƬƯƚƄƭǱzr^cǱ�s^cƞƝ�Ơ

Ŷ|<øÓŨƆÝþƎƚƁƮǲƋƯƬƠ<øÓŨƆ SCOT Ɯ�
Į�òǋǃƼƠo$ƱÌĻƐƮŬǱƓƠŚîǱDĊ�VƠÞî

ƞƝǱ_a<^ƅƬƠ7ĹƞƝƆţĴƛƀƮǲƥƕǱ�Įh�V

Ơ'½ơĥĦ÷�ĮƠùqƟƨÔƅƒƞƁǲƋƠƫƂƟǱ”ÀÄ
�á�Į”ƱgêƐƮƕƧƟơ]­Ơ�ĮèÛ�VǱ�Ģ�VǱ
���VǱĄfĿ°�VƞƝƆ�ĴƛƀƭǱ	�ǱSCOTƠìX
Ʊgê�fƠÓŨƜŗ¦ƎƚǱƓƠ�VƱ'½ƐƮƋƜƆ�ĴƜ

ƞƮǲ 
Ÿ �ŽơǱ”ÀÄ�á�ĮŹƱgêƌƒƮƕƧƠìXƜƎƚǱDQ
SƟľğƌƯƕ SCOT ŧƱd�Ǳd%ƞǐǉǌǪǭƼƛ¡ĚƎǱ
DQSƅƬ�ƬƯƕ�Į�VƱĬċǱĸÆƎǱnÄûƟơǦƳǧ

ǇƵǟƛĮ�Ɵ�ŝƐƮǱŹSDN ƱîƁƕĮ��V'½ǁǃǊ
ǟźƱ£ÊƎƚƁƮ 5],6]ǲ���VƛƀƮ<ø�VƱǐǉǌǪǭƼ
ƛŌœƐƮƟơǅƻǣǦǊƴƠĄ�ƆÔƅƒƞƁǲƥƕǱM 1 Ɵ
ąƐƫƂƞDĊ<øñ!Ǳ�VƱŌœƐƮŬƟơ�VƠĊŴƟ

�ƏƕdfƎƕ QoSƆ�ĴƛƀƮǲƌƬƟǱĳ­Ơ<øÓŨƱ¡
ĚƐƮŬǱw¹ǱmîĜƟƚ¡ĚƐƮƜĨ^ƞǀǃǌƆƅƅƮƕ

ƧǱƹǫǋǝǫǍƛ�Ĵƞ¹Ɵ�ĴƞvSƠƼǩǭǄǍǐǉǌǪǭ

ƼƱÏ�ƛƇƮƋƜƆ¾ƥƎƁǲƋƠƫƂƞÃ�ƱâƕƐǐǉǌǪǭ

ƼƜƎƚ�Žơ SDN Ơ îƱÌĻƎƕǲÁVIơǱSDN ƱîƁ
ƚ�ŐƎƕ<ø�VƱƹǫǋǝǫǍƛǱQoS ƱĄ�ƎƞƆƬŌœ
ƐƮ�V'½ìXƱąƎǱƌƬƟǱ@�Ǝƕ�Į·!ǱDĊ�V

ƅƬ�ĮtĉƱFfǱĸÆƎǱŶ|ƞĿ°«¥ƆBĤƞ AI Ʊî
ƁƕÀÄ�áĿ°«¥ìXƟƘƁƚŐƤƮǲ 
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藤野2�
別紙３�



 

2eIOR V SCOT 
2.1Ÿ IOR 

IOR ơ�Įh)ƟƹǭǙǫ MRI Ʃ]­Ơ<øÓKƱo$Ǝ
ƕ�ĮìXƛǱĥĦ÷§,ĮƟƄƁƚ IOR ƟƫƭĮ�ƠèÛƆ
BĶ:ƌƯǱĮ�E�öƱġ�ƎƕĦ÷§,éG�ƆgêƌƯ

ƕ 2]ǲIORơǱ]­ƠŶ|ƞ<øÓKƱo$ƎǱĮ3ǬĮ�Ɵ�
ƬƯƕ�VƱBĶ:Ǭ'½:ƎƕŶ|ƞ�VŃo�ĮƱBĤƜ

ƐƮ�ĮhƛƀƮǲIOR )ƟbPƐƮ�ƞ<øÓKơǱƹǭǙ
ǫ MRI Ʃ�ĮǎǕƿǭǁǤǫǁǃǊǟǱ�Įų�ťƞƝƆƀƮǲ
ƋƯƬ�ĮÓKƟƫƭŲŠƠŦŲ�ƟùíƐƮĥƠ[�(ǘǨƵ
ǫǁǗǌ)Ɵl�ƐƮƋƜƆBĤƜƞƭǱĮ�ƠĥƠÏŖƱBĶ:
ƐƮƋƜƆƛƇƮǲƥƕǱƋƯƬ�ĮKÓƱîƁƚĮ�E�öƱ

ġ�ƎƕķŢ�ĥĦ÷§,ĮƩ�Į�òǋǃƼƟƫƮĮĢƠ�

�Úf«¥ƆĭưƯƚƁƮǲM 2Ɵ IORƠ�Įų�ťǱǎǕƿ
ǭǁǤǫǁǃǊǟƠÐaƱąƐǲ 

 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 2Ÿ �Įų�ťǱǎǕƿǭǁǤǫǁǃǊǟ 
 
2.2Ÿ SCOT 
�²ǱSCOTơ�ĮhƱ 1ƘƠ<øÓKƜƜƬƃŻ�Įh)ƛ
ƩƭƜƭƌƯƮƀƬƪƮ�VƱÓKŧƛ'½ƎÞîBĤƞ�Įì

XƛƀƮǲDĊ<øÓKơǐǉǌǪǭƼƛ¡ĚƌƯǱ�"ûƟ£

ąƌƯƮǲ 
_a<^ďơ AMEDƠ«¥ƱAƊǱ2016y 6¼Ɵ<øÓK
ƱǐǉǌǪǭƼƛŗ¦Ǭ¡ĚƌƒŻ�ĮƠŘĭƩ�ĢƠè�Ʊę

EûƟ�¤ƎǱ�ĮƠĒ|Ʃd%�ƱŶƧƮ SCOT ƟŨƐƮ�
ÇƱùįƎƕ7],8]ǲŹ»ĕþÑǡǋǧźǙǩǌǇƵǙƆ_a<^ƟŻ
ŹUÁ�ÐǡǋǧźƆzr^cõũƟľğƌƯƕǲSCOT ƛơŻ
<øÓKƱƓƯƔƯƠÓĤƩ�4Ɵ�Əƚǔǉƾǭǂ:ƌƯǱ

ƓƯƬƱ'ŔƠƵǫǇǭǗƷǭǃƛ¡ĚƎŻ�Įh%�ƱǐǉǌǪ

ǭƼ:ƐƮżSCOTŸ )ƟšğƌƯƚƁƮDĊ<øÓKơ ORiN 
(Open Resource interface for the Network)ƜJƢƯƮŔ�ƵǫǇ
ǭǗƷǭǃƱîƁƚǐǉǌǪǭƼƛ¡ĚƌƯƮǲORiN ƜơǱtW
)ƠDĊİğƟlƎƚǱǠǭƺǱÓĊƠŞƁƱŉƃǱę�ûƞƳ

Ƽǅǃ�ÖƜįê²ÜƱ£�ƐƮŔ�ƵǫǇǭǗƷǭǃƛƀƭǱ

ǔǆǀǫƠƳǙǦƾǭǁǤǫǆǗǌƶƷƳƅƬǱóǠǭƺǬ±´Ơǩ

ǛǉǌŻPLCŻNC t�ÓËƞƝƠ2�İğƠ�VƱ'Ŕûƞ²
ÜƛƳƼǅǃƐƮƕƧƠÑã�ÐƛǱORiN2SDK ƜƎƚgî:ƌ

ƯƚƁƮǲSCOT ƛơǱǯÈǰǋǫǆǭƆƋƯƬƱ<øîƟƺǃǇ
ǝƵǄƎƕ OPeLiNK ƱÞîƎǱ<øÓKƠǐǉǌǪǭƼ:Ʊ¢Ř
ƎƚƁƮǲ(�ûƟơŻ<øÓKƠUÁǋǭǇƩĮ�ñ!Ǳ�

ĮK(Ơ�ğ�VǱ�ĢƠí��VƞƝDĊ<øÓKƅƬù

íƐƮ�VƱ OPeLiNK ƛęEƎǱǵK ǡǏǇƟ�"ûƟįąƐ
ƮƋƜƟƫƭĶł�ƱŶƧƚƁƮǱƋƯƬƠ�Vơ DB ƟĬċƌƯǱ
Į�ƠĸÆƟ�îƌƯƮǲM 3 Ɵ ORiN, OPeLiNK ƱîƁƕ<
øÓKƠǐǉǌǪǭƼÎĴƱąƐǲƥƕǱM 4ơ SCOT)Ơ 4Kǡ
ǏǇƥưƭƠèÛƱąƐǲ  

 
Ÿ Ÿ Ÿ M 3Ÿ  OPeLiNKƟƫƮ SCOT)ǐǉǌǪǭƼ¡Ě 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ ǯ_a<^Ÿ ÕeÙŸ £�ǰ 
 

 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 4Ÿ SCOT)ǵKǡǏǇƥưƭƠèÛǯ_a<^ǰ 
 

3eSDN 
SDNƠÎ�ƱM 5ƟąƐǲSDNơǋǭǇǙǨǭǫƱ�Ƃ SDN

ǃƵǉǈƜǀǫǌǩǭǧǙǨǭǫƱ�Ƃ SDN ǀǫǌǩǭǥƛÏ�ƌ
ƯƚƁƮǲ SDN ǀǫǌǩǭǥƱ APIėïƛşūƅƬª�ƐƮƋƜ
ƛǐǉǌǪǭƼǜǦǁǭƱ=}Ɵª�ƐƮƋƜƆBĤƛƀƮǲSDN
ǀǫǌǩǭǥƅƬ2�ǠǉǅǭǂƱD SDN ǃƵǉǈƟœ�ƐƮƋƜ
ƛǌǥǗƴǉƼ2�ƱĭƂǲ 

SDN ǀǫǌǩǭǥƜ SDN ǃƵǉǈŧƱĞƉ API ơƁƈƘƅƀƮ
ƆǱOpen Networking FoundationƆ��ƜƞƗƚÑã:ƆŘƧƬ
ƯƚƁƮ OpenFlowƆƀƭǱ»ƨýƲƟăČƆĭưƯƚƁƮ 9]ǲ 
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Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 5Ÿ SDNƠÎ� 

OpenFlowơ SDN ǀǫǌǩǭǥƆ SDN ǃƵǉǈƟlƎ�ąƱĭƂ
ŬƟîƁƬƯƮǙǩǌǀǧƛƀƮǲOpenFlow ơl�ƎƕǐǉǌǪ
ǭƼÓKƛƀƯƢǱ\ŠƅƬ OpenFlow ƛfĠƌƯƚƁƮǠǉǅ
ǭǂƱDÓKƟŌœƐƮƋƜƛ2�ƱĭƁǱǐǉǌǪǭƼ%�Ʊ 1
ƘƠǆǗǌƶƷƳƛĐëƐƮƋƜƆBĤƜƞƮǲǔƾǉǌƠŌœ2

�²ÜƟơDĊƳƼǁǤǫǱÃ�ƆfĠƌƯƚƁƮǲSDNǀǫǌǩ
ǭǥơƳƼǁǤǫƜÃ�ƠĖƦEưƒƱ SDN ǃƵǉǈƟlƎƚ�
ąƐƮƋƜƛĳŮƞǌǥǗƴǉƼ2�ƱgêƎƚƁƮǲƋƯƟƫƭǐ

ǉǌǪǭƼĐëĢơĪïƞǐǉǌǪǭƼ2�ƆBĤƜƞƮǲ 
  

4eSDNac_C���
#^_`b 
4.1Ÿ ǁǃǊǟÎĴ 
�ŐƎƕƫƂƟ SCOT ơ»±Ơ<øÓKƱ ƃƕĥĦ÷§,
�ĮìXƛƀƭǱ	�ǱÁ SCOT Ʊ ƃƕ<øÓŨƆYƃƚƁƈ
ƋƜƆ�fƌƯƮǲ�ŽơǱƋƯƬƠ SCOT Ʊ½ƐƮ<øÓŨƱ
SDN ƛ¡ĚƎǱDĊ<ø�VǱĮ��VƱĬċǬ'½BĤƞì
XƱÏđ�ƛƀƮǲƌƬƟǱĬċƌƯƕĨ^ƞ�Ģ�VǱĮ��

VǱĄfĿ°�VƞƝƅƬ�ĮtĉFfǱ��ĸÆƞƝƱĭƁǱ

æĝ<uƠǑƶǒƶǱºŷĂƞƝƠ�,ƟǈǢǨǫǂƎƚƁƮǲ

&čơƋƖƚÀÄ^cǯ��ÀÄ^ǰƜ_a<^Ʊ SINET5Ǳ
JGN ƛ¡ĚƎǱ_a<^ƟƚùíƎƕ�Į�VƱĬċƐƮǲn
ÄûƟơǱSCOT Ʊo$Ǝƕ<øÓŨƨ¡ĚƎǱ�VƱ'½ƐƮǲ
M 6ƟÁăČƠÎĴƱąƐǲ 

 
4.2Ÿ SINET�ƛƠ JGNǐǉǌǪǭƼÏ� 
³ÁO)ƟơcĮ�VǐǉǌǪǭƼƜƎƚƠ SINET ƜŶŕǐǉ
ǌǪǭƼǊǃǌǚǉǌƜƎƚƠ JGN ƆbPƐƮǲ	LǱÀÄ^Ɯ_
a<^Ʊ¡ĚƐƮƕƧƟM 7ƟąƐƫƂƞǱSINETǶƜ JGN Ʊî
ƁƕǐǉǌǪǭƼƱÏ�Ǝƕǲ±ƕƞ SCOTo$õũƜƠ¡ĚơǱ
SDN Ɵƚ±ƕƞƹǭǓǨƵǐǉǌǪǭƼƱÏ�ƐƮƋƜƟƫƭgê
ƐƮǲ 
;ßŜƛƠ JGNƠƳƼǅǃǜƵǫǌǯ�� APǰơǱ�ÄơÂx
ƟbPƎƕƆǱŏyƠĵÿƎƞƝƟƫƭ¨ŒƎƕƕƧǱ�ĎǱ

SINETƟƚÀÄ^ƅƬÂxƥƛ¡ĚƎǱƓƋƅƬF APƆƀƮ
 

 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 6Ÿ SDNǚǭǃĮ��V'½ǁǃǊǟÎĴ 

 

M 7Ÿ SINET5 Ɯ JGNƱîƁƕ¡ĚÒÐ (NICTŇ¯ƟőĽ) 
 

 
Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 8Ÿ ǐǉǌǪǭƼÏ� 
Cƥƛ�ƢƐǲSINETiRƅƬ JGN 
C AP Ɵ¡ĚƎǱƓƠ#
ơ^�ðAPƥƛ JGNƛ¡ĚƐƮǲJGNƠ^�ðAPƅƬ*|Ǳ
SINET Å�LĜƱ�îƎƚ_a<^ƥƛ�ƢƐǲƕƖƎǱSDN
ǀǫǌǩǭǥƟƫƮ2�ơ JGN )ƠƦƛBĤƜƞƮǲƋƠǐǉǌǪ
ǭƼÏ�ƱM 8ƟąƐǲ 
Ÿ ÁăČơ¸y|ƅƬ 3 yŧĺñƛŘƧƚƄƭǱ	y|ơƹǭ
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ODENOSƠÓĤƱîƁƕ2�Ʊ�fƎƚƁƮǲO3ơNECŻNTTŻ
NTT ǀǞǣǏƾǭǁǤǫǄŻ³čĲ��ŻkZŔ 5 Ć'FƟƫƮ
ăČŦùǙǩǂƷƼǌžOpen Innovation over Network Platformſ
ǯǙǩǂƷƼǌ�ĈǷO3ǯƹǭǃǦǭǰǙǩǂƷƼǌǰƛƀƭǱě9ĀƠ
`ļăČŹǐǉǌǪǭƼ��:�ĮƠăČŦùźƟUƙƈƨƠƛŻ

ĳ­ƠzSǐǉǌǪǭƼƵǫǗǥƱęEĐëƐƮǙǥǉǌǗƸǭǟ

ƩƳǙǦƾǭǁǤǫƞƝŻzSǐǉǌǪǭƼƠƌƥƍƥƞĴĔƱě

EûƟ SDN:ƐƮƋƜƱþ�ƎƕǙǩǂƷƼǌƛƀƮ 10]ǲÁăČ

15



 

ƠÄy|ĺñơ QoS 2�Ǳ�ř~ǐǉǌǪǭƼÏ�2�ƞƝƱ
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Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ Ÿ M 9Ÿ ODENOSƱHƧƕÏ� 
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ƱîƁƮǲų�ťñ!ƅƬ CNNǯConvolutional Neural Networkǰ
Ɯ SVMǯSupport Vector MachineǰƟƫƭǴĊŴƠĮ(Ʊ�,ƜƎ
ƕǲ 
�,Ǝƕ�VƜfĠƎƕtĉƫƭ�ĮtĉƱFfƐƮǲ�Įt

ĉƠFfơǱ�,Ǝƕ�VƱ,5�VƜƎƚǱHMMǯHidden 
Markov ModelǰƟƫƭfĠƎƕtĉƠ�ƅƬtĉFfƱĭƗƕǲ
M 10ƟtĉFfƠÎĴƱąƐǲ 

 
� � � Ï ��� čƋòŦÈçGķƍ�

 
)���
�ƙ��

ÁFf�Üƫƭś>Ɵ�ƬƯƕĩ{ƠǋǭǇƱîƁƚĒ|Ʊ

ÌŀƎƕǲ£Ê�ÜƫƭĥƠŦŲ�ƅƬƠē 30 .ŧƠtĉƱF
fƎƕǲÕĸǋǭǇƜÁ�ÜƛÏđƎƕĪ8FfĘÇƱØōƎ

ƚĒ|ƱŁ�Ǝƕǲ�ĮtĉƠFfĒ|ơǱ%�ƠĒ|ĘÇơ

82ǮƜƞƗƕǲƓƠ�ƛƨǱŰÍƱîƁƕtĉFfƠĒ|ơ
90ǮƠĒ|ƆƀƗƕǲ�²ƛǱǓƵǜǭǥƱîƁƕtĉFfĒ
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